
第六次千葉県障害者計画　取組の方向性　進捗状況管理表 資料１－３

施策番号 主要施策 基本施策 担当課 取組の方向性 元年度の取組結果 取組結果への対応（元→２年度） ２年度の取組結果 取組結果への対応（２→３年度） 関連数値目標

２－（１）－①
２精神障害のある人
の
地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

①　精神科病院等に入院中の人に対して、医師、看護師、精神保健福祉士等の多職種
と、相談支援専門員や介護支援専門員等の地域の関係者が連携し、退院し地域生活を
送る当事者からの体験談を聞く機会や、入院中の人が地域の障害福祉サービス事業
所や介護保険サービス事業所等に出向き、活動や入居の体験や見学を行う等、退院意
欲を持ってもらえるような取組みを支援します。
○また、住み慣れた地域への退院支援や、退院後の医療を継続できる体制づくりの促
進に努めます。

地域包括ケアシステムにおける協議の場等を通して、障害保健福祉圏
域ごとに地域の課題やニーズに応じて、入院中の精神障害者の地域
移行・地域定着の促進に係る検討を進めました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場等を通して、障害
保健福祉圏域ごとに地域の課題やニーズに応じて、入院中の精神障
害者の地域移行・地域定着の促進に係る検討を進めます。

地域包括ケアシステムにおける協議の場等を通して、
障害保健福祉圏域ごとに地域の課題やニーズに応じ
て、入院中の精神障害者の地域移行・地域定着の促
進に係る検討を進めました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場等
を通して、障害保健福祉圏域ごとに地域の課題やニー
ズに応じて、入院中の精神障害者の地域移行・地域定
着の促進に係る検討を進めます。

２－３精神病床における６５歳以
上の１年以上長期入院患者数
（人）
２－４精神病床における６５歳未
満の１年以上長期入院患者数
（人）
２－５精神病床における３カ月時
点の早期退院率（％）
２－６精神病床における６カ月時
点の早期退院率（％）
２－７精神病床における１年時点
の退院率（％）
２－８地域の精神保健医療体制
の基盤整備量（利用者数）

２－（２）－①
２精神障害のある人
の
地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害福祉事業課

②　ピアサポーターの養成に努めるとともに、ピアサポーターが積極的に活動できるよ
う、その役割や活動内容の周知に努めます。

・ピアサポート専門員養成研修を実施しました。
（養成人数13人、研修回数1回）

・引き続き、ピアサポーターの養成に努めるとともに、会議等を通じ、そ
の役割や活動内容の周知、普及啓発に努めます。

地域包括ケアシステムの協議の場等を通して、ピアサ
ポーターが活躍する場の創出・拡大について検討を進
めました。

地域包括ケアシステムの協議の場等を通して、ピアサ
ポーターが活躍する場の創出・拡大について検討を進
めます。

２－１０
地域移行・地域生活支援事業
の実ピアサポーター活動箇所
数（見込箇所数）

２－（３）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害福祉事業課

③　ピアサポーターの活動の場の拡大を目指し、養成したピアサポーターが就労へと繋
がるよう関係機関等に対するピアサポートの普及や環境づくりに努めます。また、ピア
サポーター同士の研鑽や交流の場づくりを支援します。

・ピアサポート専門員養成研修を修了した者が雇用に繋がるよう、求人
情報検索・求人紹介等に係る案内をホームページに掲載しました。

・引き続き、会議等を通じ、ピアサポーターの役割や活動内容の周知、
普及啓発に努めます。

地域包括ケアシステムの協議の場等を通して、ピアサ
ポーターが活躍する場の創出・拡大について検討を進
めました。

引き続き、地域包括ケアシステムの協議の場等を通し
て、ピアサポーターが活躍する場の創出・拡大につい
て検討を進めました。

２－（４）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

④　「地域移行・地域定着協力病院」を今後より増やせるような仕組みづくりについて検
討します。

令和元年度新たに6病院を認定し、令和2年3月末現在地域移行・地域
定着協力病院は25病院となりました。

引き続き、精神障害者の地域移行・地域定着に協力的な病院を認定し
ていきます。

25病院のうち、17病院については、令和2年3月31日に
て認定期間が満了となるため、更新のお知らせをし、
17病院から応募があったため、令和2年4月１日付けで
認定（更新）しました。

引き続き、精神障害者の地域移行・地域定着に協力
的な病院を認定していきます。 ２－９

地域移行・定着協力病院の指
定数

２－（５）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑤　家族への支援については、家族が抱える課題等を共有できる機会の場や、それぞ
れのニーズに合った支援体制づくりの促進に努めます。また、家族会等の関係者と連携
し、必要なサービスについて情報提供します。

地域包括ケアシステムにおける協議の場などを通して、ピアサポーター
の活用などを含め、地域の課題やニーズに応じた精神障害者の家族
支援に係る取組を推進しました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場などを通して、ピア
サポーターの活用などを含め、地域の課題やニーズに応じた精神障害
者の家族支援に係る取組を推進します。

地域包括ケアシステムにおける協議の場などを通し
て、ピアサポーターの活用などを含め、地域の課題や
ニーズに応じた精神障害者の家族支援に係る取組を
推進しました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場な
どを通して、ピアサポーターの活用などを含め、地域の
課題やニーズに応じた精神障害者の家族支援に係る
取組を推進します。

２－（６）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課
障害福祉事業課

⑥　地域移行支援型ホームの活用については、今後の国の動向や県内の地域移行の
実情を踏まえて、本県の対応を検討します。

地域移行支援型ホームの活用については、今後の国の動向や県内の
地域移行の実情を踏まえて、本県の対応を検討します。

地域移行支援型ホームの活用については、今後の国の動向や県内の
地域移行の実情を踏まえて、本県の対応を検討します。

地域包括ケアシステムにおける協議の場等を活用し、
精神障害のある人の住まいの確保支援の体制整備に
努めました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場等
を活用し、精神障害のある人の住まいの確保支援の
体制整備に努めていきます。

２－（７）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課
障害福祉事業課

⑦○　グループホーム整備については、地域での必要性などを踏まえ、順次支援を行
い、引き続き、量的拡充を図ります。精神障害ある人のためのグループホームの整備な
ど、社会情勢に即応した整備に努めます。
○また、共同住居より単身での生活をしたいというニーズがあり、それに応えるため、サ
テライト型住居の設置・活用が図られるよう、引き続き周知に努めるとともに、病状の悪
化時等に利用できるクライシスハウスについては、利用ニーズを把握し、整備の必要性
について関係機関と協議します。

・3箇所のグループホームに対して整備補助を行い、量的拡充を図りま
した。
・グループホームの運営費補助や利用者に対する家賃補助、グループ
ホーム等支援ワーカーによる新規開設相談（年間1,059件）等により質
的な充実を図りました。
・サテライト型住居の設置・活用が図られるよう、周知に努めました。

・一層の地域移行を図るため、グループホームに対して整備補助を行
います。
・引き続き、サテライト型住居の設置・活用が図られるよう、グループ
ホームの連絡協議会等を通じて周知に努めます。

・地域包括ケアシステムにおける協議の場等を活用
し、精神障害のある人の住まいの確保支援の体制整
備に係る検討を進めました。
1箇所のグループホームに対して整備補助を行い、量
的拡充を図りました。
・グループホームの運営費補助や利用者に対する家
賃補助、グループホーム等支援ワーカーによる新規開
設相談（年間846件）等により質的な充実を図りました。
・サテライト型住居の設置・活用が図られるよう、周知
に努めました。

・引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場
等を活用し、精神障害のある人の住まいの確保支援
の体制整備に係る検討を進めます。
・一層の地域移行を図るため、グループホームに対し
て整備補助を行います。
・引き続き、サテライト型住居の設置・活用が図られる
よう、グループホームの連絡協議会等を通じて周知に
努めます。

２－（８）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

住宅課

⑧　公営住宅において障害のある人の利用促進に向けた、優先入居制度を継続してい
きます。

・公営住宅において障害者世帯を一般世帯より優先入居する措置を講
じました。

・公営住宅において障害のある人の利用促進に向けた、優先入居制度
を継続します。

・公営住宅において障害者世帯を一般世帯より優先入
居する措置を講じました。

・公営住宅において障害のある人の利用促進に向け
た、優先入居制度を継続します。

２－（９）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

住宅課

⑨○民間賃貸住宅への円滑な入居については、障害者等の住まい探しの相談に応じる
不動産仲介業者や、障害者等の入居を拒まない賃貸住宅を登録し、県ホームページ等
で情報提供を行います。
○また、引き続き、関係機関等と連携を図りながら、障害のある人の民間賃貸住宅への
円滑な入居の促進に関する協議等を行います。

・不動産仲介業者（千葉県あんしん賃貸住宅協力店）の登録、住宅確
保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録を行い、ホームページ
等で情報提供を行いました。
・千葉県すまいづくり協議会居住支援部会において、市町村及び関係
団体等と必要な協議を行いました。

・引き続き、千葉県あんしん賃貸支援事業の推進及び住宅確保要配慮
者の入居を拒まない住宅の登録促進に努めます。
・関係機関と連携を図りながら、必要な協議等を行います。

・不動産仲介業者（千葉県あんしん賃貸住宅協力店）
の登録、住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住
宅の登録を行い、ホームページ等で情報提供を行いま
した。

・引き続き、千葉県あんしん賃貸支援事業の推進及び
住宅確保要配慮者の入居を拒まなない住宅の登録促
進に努めます。
・関係機関と連携を図りながら、必要な協議等を行い
ます。

８－１６障害者等の住宅確保
要配慮者向け住宅登録戸数
８－１８居住支援協議会を自ら
設立し、又はこれに参画する
市町村の割合

２－（１０）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害福祉事業課

⑩　ホームヘルパー等に対する各種研修を継続することにより、支援の質の向上に取り
組むとともに、利用者のニーズに応えられる十分なサービス量の確保に努めます。

・精神障害者ホームヘルパー養成研修を実施しました。（養成人数7
人、研修回数1回）

・引き続き、同様の研修を実施し、ホームヘルパー等の資質の向上に
努めます。

・精神障害者ホームヘルパー養成研修を実施しまし
た。（養成人数4人、研修回数1回）

・引き続き、同様の研修を実施し、ホームヘルパー等
の資質の向上に努めます。

２－（１１）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害福祉事業課
産業人材課

⑪　就労定着を図るため、就労定着支援事業の実施事業所の実施体制と人材の確保・
育成などの支援方法について関係機関と協議しながら検討を進めます。
○また、障害のある人の一般就労を促進するため、就労移行支援事業所の一層の拡
充とともに、就労定着支援事業の実施事業所や障害者就業・生活支援センターをはじ
めとする支援機関による就職後の定着支援体制の充実を促進します。

・就労定着支援促進事業により、関係機関のコーディネートを通じて、
定着支援の在り方や情報共有方法について検討する機会が増加しま
した。
・当該事業により、千葉県内の障害者就業・生活支援センターや障害
者雇用企業から課題の抽出を行うことができました。

・就労定着支援促進事業により、関係機関での連携がスムーズに行え
たケースを集めた好事例集を作成し、さらなる支援の質の向上、連携
強化に努めます。
・事業所によって支援の質に差がある等の課題があるため、支援の質
を平均化し、なおかつ向上させていけるよう、各圏域の障害者就業・生
活支援センターから発信を行い、課題解決に向かうよう働きかけます。
・引き続き、障害者就業・生活支援センターなどの支援機関による定着
支援の充実に努めます。

・就労定着支援促進事業により、関係機関のコーディ
ネートを通じて、定着支援の在り方や情報共有方法に
ついて検討する機会が増加しました。
・当該事業により、千葉県内の障害者就業・生活支援
センターや障害者雇用企業から課題の抽出等を行うこ
とができました。・障害者雇用事業所における好事例を
集めた取組事例集を作成しました。
・各障害者就業・生活支援センターにおいて、職場訪
問や在職者交流会など就職後の職場定着支援を実施
しました。

・就労定着支援促進事業により、関係機関のコーディ
ネートを通じて、定着支援の在り方や情報共有方法に
ついて検討する機会が増加しました。
・当該事業により、千葉県内の障害者就業・生活支援
センターや障害者雇用企業から課題の抽出等を行うこ
とができました。
・障害者雇用事業所における好事例集を、法定雇用率
未達成企業等に配布するなどにより、さまざまな機会
を捉えて障害者の雇用促進を働きかけます。
・引き続き、障害者就業・生活支援センターなどの支援
機関による定着支援の充実に努めます。

２－（１２）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑫　地域生活の継続のため、多職種のアウトリーチや、訪問看護による支援体制の拡
充に努めます。

地域生活の継続支援を目的とし、精神保健福祉センターの多職種チー
ムによるアウトリーチを実施しました。（令和元年度アウトリーチ件数延
68件）

引き続き、地域生活支援のためのアウトリーチを実施していきます。 地域生活の継続支援を目的とし、精神保健福祉セン
ターの多職種チームによるアウトリーチを実施しまし
た。（令和2年度アウトリーチ件数延23件）

引き続き、地域生活支援のためのアウトリーチを実施
していきます。

２－（１３）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑬　地域包括ケアシステムを構築するため、障害保健福祉圏域ごとに協議の場を設置
し、保健・医療・福祉関係者・訪問看護事業者・当事者・家族等との重層的な連携による
支援体制を構築します。また、全市町村に協議の場を設置するよう努めます。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築するため、障害保
健福祉圏域ごとに協議の場を設置しました。また、市町村における協議
の場は26市町村で設置が進みました。

引き続き、全市町村に協議の場を設置するよう努めます。 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築す
るため、障害保健福祉圏域ごとに協議の場を設置しま
した。（市町村における協議の場はについては、調査
中。）

引き続き、全市町村に協議の場を設置するよう努めま
す。 ２－１

圏域毎の保健、医療、福祉関係者に
よる協議の場の設置状況
２－２
市町村毎の保健、医療、福祉関係者
による協議の場の設置状況

２－（１４）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑭　障害保健福祉圏域ごとの協議の場において、地域の課題等を共有化するとともに、
包括ケアシステムの構築状況、評価を行い、地域に必要な基盤整備について検討しま
す。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業において、
障害保健福祉圏域ごとに協議の場を設置し、地域の課題やニーズに応
じて、包括ケアシステムの構築状況の評価に係る事業を実施しました。

引き続き、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業
において、障害保健福祉圏域ごとに協議の場を設置し、地域の課題や
ニーズに応じて、包括ケアシステムの構築状況の評価に係る事業を実
施します。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推
進事業において、障害保健福祉圏域ごとに協議の場
を設置し、地域の課題やニーズに応じて、包括ケアシ
ステムの構築状況の評価に係る事業を実施しました。

引き続き、精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム構築推進事業において、障害保健福祉圏域ごとに
協議の場を設置し、地域の課題やニーズに応じて、包
括ケアシステムの構築状況の評価に係る事業を実施
します。

２－（１５）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑮　入院患者の高齢化が進んでいるため、高齢の入院患者の地域移行について、障害
保健福祉圏域ごとの協議の場において対策を検討します。

長期入院患者に対する退院支援についての検討を進めるとともに、圏
域ごとに協議の場の設置を進めました。

引き続き、長期入院患者に対する退院支援についての検討を進めると
ともに、圏域ごとに協議の場の設置を進めます。

長期入院患者に対する退院支援についての検討を進
めるとともに、圏域ごとに協議の場の設置を進めまし
た。

引き続き、長期入院患者に対する退院支援について
の検討を進めるとともに、圏域ごとに協議の場の設置
を進めます。

２－（１６）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑯　精神障害者の地域移行及び地域包括ケアシステムの構築についての理解促進の
ため、病院・障害福祉サービス事業所等の地域移行関係職員に対して、研修を実施し
ます。

地域移行や退院支援についての研修を行うとともに、地域包括ケアシ
ステムの構築について関係者に対しての普及啓発を行いました。

引き続き、地域移行や退院支援についての研修を行うとともに、地域包
括ケアシステムの構築について関係者に対しての普及啓発を行いま
す。

地域移行や退院支援についての研修を行うとともに、
地域包括ケアシステムの構築について関係者に対し
ての普及啓発を行いました。

引き続き、地域移行や退院支援についての研修を行う
とともに、地域包括ケアシステムの構築について関係
者に対しての普及啓発を行います。

２－（１７）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑰　精神障害のある人の実情や地域移行について理解を広げるため、心のふれあい
フェスティバルや心の健康フェア等、精神障害のある人と地域の人がふれ合う機会を提
供し、関係団体と連携した普及啓発に努めます。

・心のふれあいフェスティバル（参加者７５５名）や心の健康フェア（参加
者２１４名）等を実施し、普及啓発に努めました。

・今後も、心のふれあいフェスティバルや心の健康フェア等を実施し、普
及啓発に努めます。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況に鑑
み、通常の心のふれあいフェスティバル及び心の健康
フェア開催を中止しました。
・心の健康フェアについては、講演会の内容を後日収
録し、Youtyubuチャンネルに掲載しました。

・今後も、心のふれあいフェスティバルや心の健康フェ
ア等を実施し、普及啓発に努めます。
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２－（１８）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑱　子どもたちに対し、精神障害についての理解促進及び精神疾患の早期発見につな
げるため、学校におけるメンタルヘルス教育の推進に向けて、教育機関への働きかけを
行います。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業において、
障害福祉圏域ごとに地域の課題やニーズに応じて、精神障害について
の理解促進及び精神疾患の早期発見につなげるため、学校におけるメ
ンタルヘルス教育の推進に向けて、教育機関への働きかけを行いまし
た。

引き続き、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業
において、障害福祉圏域ごとに地域の課題やニーズに応じて、精神障
害についての理解促進及び精神疾患の早期発見につなげるため、学
校におけるメンタルヘルス教育の推進に向けて、教育機関への働きか
けを行います。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推
進事業において、障害福祉圏域ごとに地域の課題や
ニーズに応じて、精神障害についての理解促進及び
精神疾患の早期発見につなげるため、学校におけるメ
ンタルヘルス教育の推進に向けて、教育機関への働き
かけを行いました。

引き続き、精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム構築推進事業において、障害福祉圏域ごとに地域
の課題やニーズに応じて、精神障害についての理解
促進及び精神疾患の早期発見につなげるため、学校
におけるメンタルヘルス教育の推進に向けて、教育機
関への働きかけを行います。

２－（１９）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑲　重度心身障害者（児）医療費助成制度については、精神障害者を含めた、全国統
一の公費負担医療制度を創設するよう、国に要望していきます。

・今年度も、市町村に対し、補助を行いました。
・他県と連携して国への要望を実施しました。
・本県の制度において、精神障害者への対象拡大を実施する方針で、
引き続き実施主体である市町村との協議しました。

・今年度も、市町村に対し、補助を行います。
・他県と連携して国への要望を実施します。
・本県の制度において、精神障害者への対象拡大を実施する方針で
す。

・令和２年度も、市町村に対し、補助を行いました。
・他県と連携して国への要望を実施しました。
・本県の制度において、令和２年８月から精神障害者
への対象拡大を実施しました。

・今年度も、市町村に対し、補助を行います。
・他県と連携して国への要望を実施します。

２－（２０）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（１）精神障害にも対
応した地域包括ケア
システムの構築

障害者福祉推進課

⑳　措置入院者及び医療保護入院者の退院後の支援については、国の動向を踏まえ、
本県の必要な取り組みについて検討します。

退院支援状況の確認とマニュアルの運用状況確認のため、複数回の
会議を開催した。この会議における協議を踏まえ、円滑な運用のため、
マニュアルの改訂を行った。

引き続き、円滑な退院後支援が行えるよう、マニュアルの運用状況を
定期的に確認し、必要な改訂を進めます。

退院支援状況の確認とマニュアルの運用状況確認の
ため、複数回の会議を開催した。この会議における協
議を踏まえ、円滑な運用のため、マニュアルの改訂を
行いました。

引き続き、円滑な退院後支援が行えるよう、マニュア
ルの運用状況を定期的に確認し、必要な改訂を進め
ます。

２－（２１）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（２）精神科救急医療
体制の充実

障害者福祉推進課

①　関係機関との更なる連携や輪番体制への参画病院の拡大を図ることなどにより、
空床の確保を推進します。

千葉県精神科救急医療システム連絡調整会議及び千葉県精神科救急
医療システム連携研修会を開催し、更なる連携強化、参画病院の充実
を図り、精神科救急基幹病院を１病院増設しました。

令和２年度においても、千葉県精神科救急医療システム連絡調整会議
及び千葉県精神科救急医療システム連携研修会を開催し、更なる連
携強化、参画病院の充実を図ります。

地域包括ケアシステムにおける協議の場等を通して、
障害保健福祉圏域ごとに地域の課題やニーズに応じ
て、入院中の精神障害者の地域移行・地域定着の促
進に係る検討を進めました。

引き続き、地域包括ケアシステムにおける協議の場等
を通して、障害保健福祉圏域ごとに地域の課題やニー
ズに応じて、入院中の精神障害者の地域移行・地域定
着の促進に係る検討を進めます。

２－（２２）－①
２精神障害のある人
の地域生活の推進

（２）精神科救急医療
体制の充実

障害者福祉推進課

②　身体合併症を有する患者については、各圏域において、夜間休日を含め２４時間
３６５日の救急対応が可能になるよう、精神科を有する総合病院の機能強化や、一般の
科との連携体制をとっていただくなど、対応可能となる病院を拡充できるよう働きかけま
す。

身体合併症対応協力病院の登録を更新し、更なる機能強化及び連携
体制強化を働きかけました。

令和２年度においても、千葉県精神科救急医療システム連絡調整会議
及び千葉県精神科救急医療システム連携研修会を開催し、更なる連
携強化及び連携体制強化を働きかけます。

地域包括ケアシステムの協議の場等を通して、ピアサ
ポーターが活躍する場の創出・拡大について検討を進
めました。

地域包括ケアシステムの協議の場等を通して、ピアサ
ポーターが活躍する場の創出・拡大について検討を進
めます。

２－１精神科救急基幹病院数
２－２精神科救急身体合併症
に対応できる施設数


